
 

 
 

課題情報シート  
 

テ ー マ 産業用ロボットを活用したピン自動挿入システムの開発 

大 学 校 東海職業能力開発大学校 

ホームページ http://www3.jeed.go.jp/gifu/college/ 

電 話 番 号 0585-34-3601（学務課） 

訓 練 課 程 応用課程 訓 練 科 
生産機械システム技術科 

生産電気システム技術科 

生産電子情報システム技術科 

担当指導員 村上雅洋 赤羽広治 高本浩司 

 

開発（制作）年度・期間  
2019（令和１） 年度 ・ 10 カ月 

（内訳）企画・構想：２カ月、設計：３カ月、製作：２カ月、組立・調整：３カ月 

 

開発（制作）学生数  
13 名 

（内訳）ロボット制御：２名、機械設計・加工・組立：３名、PLC制御：１名、制御盤設計：２名、

通信プログラム：１名、画像処理：２名、ユーザーインタフェース製作：２名 

 

習得した技能・技術  
ピン自動挿入機の開発を通して「ものづくり」の全工程を行うことにより、複合した技

能・技術及びその活用能力（応用力、創造的能力、問題解決能力、管理的能力等）を習得し

ました。具体的には、挿入するための機構部の製品設計技術や外枠を回転させるためのモー

タ制御技術、更に挿入検査を行うための画像処理技術等を複合的に習得しました。また、ロ

ボットを活用するため、周辺装置との情報の受け渡し方法やロボット制御技術を習得しまし

た。 

 

開発（制作）のポイント  
過去２年間、企業から依頼され、このテーマに取り組みました。企業からの評価も満足できる

ものでありましたが、いくつか問題点も残りました。 

今年度は本校が生産ロボットシステムコースの先行実施施設ということもあり、産業用ロボッ

トを活用し、更に昨年度の問題点を改善したシステムの開発を行うことになりました。 

昨年度、企業から指摘された問題点は、作業者の介入が多くヒューマンエラーを起こす可能性

があるということ、１本当たりの挿入時間は満足できるが全体のサイクルタイムが長いというこ

とでした。問題点を解決するために、昨年度のシステムの動作を把握・分析しました。その結果、

ヒューマンエラーの排除では、自動化・半自動化を行い作業者の介入を削減しました。また、サ

イクルタイムの短縮では、外枠・ピンの検査方法を見直し、２分ほど短縮できました。 



 

 
 

 

訓練（指導）のポイント  
指導のポイントは、継続テーマであることのメリットを最大限に活かしたところです。不具合

のないシステムはそのまま採用し、昨年度の問題点や産業用ロボットの活用といった新しいシス

テムの開発に力を入れました。新しく開発する内容を明確にして１年間で完成できるシステムの

開発を目指しました。 

このテーマは、応用課程３科の技能・技術をバランスよく活かせるように、各科の学生が習得

している基本要素を積み上げ、さらに応用的な要素を含むものとなっています。手法の組み合わ

せ方が多く、実験、検証の繰り返しにより適切な手法を見つけ出す課題となっており、チーム全

員にやるべき作業が明確に与えられる課題となっています。その中で技能・技術を追求し、新た

なことに挑戦する技術的難易度が高いものとなっています。 

 
 

開発物の仕様  
 

項 目 内 容 

全体寸法(mm) (W)1400×(D)1150以内×(H)1700以内 

全体質量(kg) 200以内 

挿入時間(s) ピン１本当たり４s以内 

タクトタイム(min) ５分以内 

  

 

使用機器  
開発において使用した機器等 「機器名（メーカー・型番）」 

産業用ロボット（不二越製・MZ-04） 

PLC(三菱電機・FX3U-128MT/ES) 
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